
　
　
　
　
　
翻
　
　
　
　
介

こ
の
寺
を
浮
葉
教
の
聖
域
た
ら
し
め
，
春
秋
二
季
の
彼
岸
に
於
け

る
日
銭
概
の
流
行
と
、
男
面
爲
繹
の
如
き
浮
気
教
藝
術
晶
を
池
さ

、
し
め
る
に
立
つ
九
経
路
を
明
に
し
て
み
る
。

　
後
者
は
、
石
山
本
願
寺
創
立
以
前
に
於
け
る
大
阪
の
交
通
路
を

明
に
し
ょ
う
と
し
た
も
の
で
、
熊
野
街
道
に
証
す
る
考
謹
と
高
津

宮
南
門
大
道
に
汗
す
る
考
讃
と
の
二
部
よ
り
成
り
、
仁
徳
天
皇

の
難
波
高
津
宮
南
門
大
道
が
聖
武
天
皇
の
難
波
京
の
京
中
大
路
と

な
の
更
に
中
世
熊
野
街
道
と
し
て
踏
襲
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
て
み

る
。
而
し
て
そ
の
根
鐸
と
す
る
と
こ
ろ
文
献
や
古
地
圖
の
記
載
に

あ
る
こ
と
も
と
よ
り
で
あ
る
が
更
に
著
者
の
實
地
踏
査
の
結
果
に

俣
つ
と
こ
ろ
甚
だ
多
く
、
熊
野
街
道
に
於
け
る
一
里
塚
の
配
置
歌

態
と
里
制
の
問
題
の
如
き
興
味
あ
る
新
事
實
に
就
て
敏
へ
ら
れ
る

所
少
く
な
い
。
（
大
阪
湯
川
弘
文
祉
嚢
行
、
各
冊
六
十
銭
）
（
柴
田
）

　　

尢
ﾘ
縮
継
考
高
嶺
績
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
五
月
獲
行

　
曾
て
本
四
縄
張
考
古
國
録
正
編
が
世
に
途
ら
れ
て
蹴
來
十
撒
年

を
経
過
す
る
間
、
今
や
圓
録
初
刊
時
の
一
手
二
百
蝕
黙
は
新
牧
品

を
檜
零
し
て
総
計
三
千
八
百
鮎
に
主
つ
た
。
本
書
は
こ
の
我
國
を

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巷
　
　
餓
躍
悶
門
號
　
　
　
八
山
ハ
○

初
め
、
支
那
，
鰍
洲
の
遣
物
の
新
盆
品
の
主
要
な
る
も
の
・
み
を

以
て
岡
版
六
〇
に
編
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
吾
々
は
近
き
蒋
來
に

於
て
、
本
書
に
つ
黛
く
翌
々
編
の
出
版
を
待
心
す
る
。
（
京
都
帝

國
大
難
文
墨
部
、
非
費
晶
）

　
　
○
本
山
考
古
室
要
銀
　
　
　
　
末
永
　
雅
雄
編

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
十
年
二
月
愚
行

、
故
本
山
松
陰
翁
の
焦
藏
に
か
、
る
本
山
考
古
室
の
目
録
と
し
て

兼
て
又
同
翁
の
思
露
草
と
し
て
臨
版
せ
ら
れ
た
本
書
は
、
嘗
て
出

版
せ
ら
れ
た
司
馬
と
解
論
を
以
て
後
牟
が
な
さ
れ
，
前
牛
は
藏
品

の
目
録
に
用
ひ
ら
れ
て
居
り
、
各
頁
上
段
の
室
白
を
同
頁
の
中
の

目
録
品
名
中
目
立
つ
た
遺
物
の
圖
示
に
費
さ
れ
、
そ
れ
は
こ
の
種

の
目
録
と
し
て
最
初
の
試
で
あ
る
。
本
書
の
特
徴
は
師
ち
こ
Σ
に

存
し
て
み
る
。

、
我
々
は
こ
の
書
の
如
き
親
切
な
目
録
の
出
版
の
多
く
世
に
出
つ

る
事
を
願
ふ
も
の
で
あ
る
。
（
本
山
家
藏
版
、
非
三
品
）
（
以
上
中
村
）

・
人
蕪
鑑
論
　
踊
雛
難

　
一
般
に
通
論
的
著
作
は
多
年
學
間
の
研
究
に
從
漏
し
た
老
大
家

（　210　）


